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要     約

7歳，雄の雑種兎が左上腕に生じた大きな腫瘤と跛行を主訴に来院した．疼痛の除去と運動障害の改善を目的として
炭酸ガスレーザーを用いて断脚した．腫瘤を検査したところ，脂肪肉腫と診断された．骨への浸潤はなく，同時に摘出
したリンパ節に腫瘍病変は認められなかった．術後の経過は順調で元気食欲もあり，QOLの改善が得られた．兎での炭
酸ガスレーザーの使用は，術中・術後の疼痛やストレスを軽減させるものと考えられた．術後1年を経過したが再発は
認められず，片前肢のみでもよく順応した．―キーワード：炭酸ガスレーザー，脂肪肉腫，兎．
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